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【 一般目標（GIO） 】

　将来、医療チームで地域医療に参加し、地域住民の健
康回復・維持や在宅専門性に基づくチーム医療に必要な知
識、技能、態度の基本を修得する。

【 行動目標・到達目標（SBOs） 】

1．医療人としてふさわしい身だしなみと態度を示すこ  
   とができる。
2．各医療・介護施設のスタッフや患者、利用者、家族に 
   対して適切な態度で接することができる。
3．実習を通して知りえた個人情報の守秘義務を厳守
   する。
4．地域医療における医療・保健・福祉を扱う資源（人・ 
   資源）の役割とその連携の必要性を説明できる。
5．地域医療における診療所、歯科診療所、薬局、訪問 
   看護ステーション、各種福祉介護施設の役割とその 
   連携の必要性を説明できる。
6．地域医療におけるチーム医療の実情や問題点につ 
   いて説明し、討論できる。
7．在宅医療・介護における各医療職の役割とその連携 
   の重要性を説明できる。 
8．各医療専門職の立場で、在宅医療・介護を受ける患
   者の背景を共有できる。
9．医療チームの討議により、在宅医療・介護を受ける 
   患者に最善の医療・介護を提示し実施できる。

     10．医療チームで在宅医療・介護に参加する際に求めら
         れる留意点、注意点に配慮。
     11．病院と地域の医療連携の実際と問題点を説明でき
         る。

【 対象学年・時期 】

　医・歯・薬学部６年生、保健医療学部４年生の学部連携地
域医療実習を選択した学生

　５月9日～ 20日、５月23日～６月２日のいずれかの２週間

【 実習概要 】

　複数学部のグループ（１グループ４名程度）が、地域にお
いて要介護高齢者、神経難病、脳血管疾患の後遺症など病
院に通院不可能な患者に対する在宅医療をチームで実施
している地域において、診療所、歯科診療所、薬局、訪問看
護ステーション、福祉介護施設などの施設での連携の取れ
た地域医療を参加型実習で学習する。さらに在宅医療、在
宅介護に参加し、患者の病態を各専門職の立場から理解
した上で、最善の医療・介護を実習に参加した学生が医療
チームとして討議した成果を提案する。実習内容はグルー
プごとにその成果を報告会において報告する。実習は合計
２週間実施する。

【 評　　価 】

　評価はポートフォリオ（目標書き出しシート、体験シート、
ふりかえりシート、成長報告書）と学外指導担当者評価（指
導担当者）を用いる。ポートフォリオは実習前から記載し、
日々の活動記録と記載評価表はチェック形式で行い、夕の
ミーティングの態度および実習最終日の発表報告会などに
ついては担当した複数の指導教員が評価する。

【 平成23年度実施内容の概要 】

　実習地域は、大田区２地域、富士吉田市・河口湖町（富士
北麓）地域の３地域で行った。以下に各地域における実習
内容の概略と担当教員の感想を略記する。
　１．大田区K地域実習に参加した学生は、歯学部１名、薬
学部２名、保健医療学部看護学科１名の４名、実習施設は
医科診療所１、歯科１、訪問薬局４、訪問看護ステーション
３、大学病院地域連携室１、の計10施設で各施設の担当ス
タッフに指導担当者として直接指導をお願いした。学生全
員が訪問でき情報を共有して学生チームでまとめて発表し
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た患者は介護度５のALSの60歳代女性であった。発表報
告会では、患者の日常生活、服薬、口腔内状態などの情報
を共有して学生同士で検討した問題点リストあげ、プロブ
レムマップを作成して、それぞれの問題点の原因とその対
処法をパワーポイントで提案し、最後に「これから期待され
る地域医療」について各学部の専門の立場から意見発表し
た。各施設の指導担当者の評価とコメントから、全員が積
極的に実習に参加しており、他職種と自分の専門職との連
携や医療の現場体験により、知識は前提であって、人柄とコ
ミュニケーションが信頼を得るものであることを学んだと
思われる。
　２．富士北麓地域実習に参加した学生は、歯学部１名、薬
学部２名の計３名、実習施設は、医科診療所２、歯科診療所
３、訪問薬局２、訪問看護ステーション１、病院地域医療支
援センター１、病院療養型介護病棟１、の計10施設で各施
設の担当スタッフに指導担当者として直接指導をお願いし
た。歯学部生は、問題点をプロブレムマップとしてまとめ、問

題点の分析に長けていた。薬学部生Aは、病状経過分析、
病態把握能力が高く、同Bは薬剤師としての立場からの視
点で薬品の改善や資源の管理などの提案をされ、それぞれ
が５年余の間に受けてこられた学習の場で得られた考え方
が出ていると感じられた。
　３．大田区S地域実習に参加した学生は、歯学部１名、薬
学部３名の計４名、実習施設は医科診療所２、歯科診療所
２、訪問薬局１、訪問看護ステーション２、の計７施設で各
施設の担当スタッフに指導担当者として直接指導をお願い
した。今回の実習では、全員の共通の患者ではなく、本実習
の中核施設である医院の先生によって全員に共通課題「認
知症終末期に胃瘻を挿入するか？」を出していただき、最終
日に各自が発表を行う実習形態であった。他の大学の医学
部学生の地域医療教育も担当している先生の熱心な指導
と患者に対する態度から多くのことを学んだ様子が本実習
の学生の体験シートからよく伺うことができた。

◆ 歯学部　口腔衛生学　向井 美惠


